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小林事務局長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

第379号� 2022.９.15

９月の主な活動
	2日	 フェアワーク
	 	 　推進センター会議
	 	 第2回組織対策委員会

	10日	 第4回地協代表者会議
	 	 女性ミーティング

	9～12日　平和行動㏌根室

	22日	 第11回四役会議

	27日	 第11回執行委員会

　

新
潟
県
の
最
低
賃
金
は
10
月

１
日
か
ら
31
円
引
き
上
げ
ら
れ
、

時
給
８
９
０
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
過
去
最
大
の
引
き
上
げ

額
で
、
全
国
平
均
の
最
低
賃
金

は
時
給
９
６
１
円
と
な
り
ま
す
。

　

新
潟
県
の
審
議
で
は
、
労
働

者
側
か
ら
は
、
①
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
最
低
賃
金
の

役
割
、
②
地
域
間
格
差
と
雇
用

形
態
間
格
差
の
是
正
、
③
急
激

な
物
価
上
昇
へ
の
対
応
を
主
張

し
、
35
円
の
引
き
上
げ
を
提
示

し
ま
し
た
。
一
方
、
使
用
者
側

は
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は

必
要
と
す
る
も
の
の
、
企
業
物

価
指
数
の
上
昇
や
企
業
の
支
払

い
能
力
を
理
由
に
18
円
ま
で
の

提
示
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
双
方
の
主
張
を
勘
案

し
て
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

で
示
さ
れ
た
Ｃ
ラ
ン
ク
（
新
潟

県
）
の
引
き
上
げ
目
安
30
円
＋

１
円
の
引
き
上
げ
が
公
益
見
解

と
し
て
出
さ
れ
、
採
決
（
使
用

者
側
反
対
）
で
の
決
定
と
な
り

ま
し
た
。

　

引
き
上
げ
額
が
中
央
の
目
安

額
を
上
回
っ
た
と
は
い
え
、
全

国
で
も
半
数
の
都
道
府
県
が
１

円
～
３
円
の
目
安
プ
ラ
ス
で
改

正
す
る
た
め
、
全
国
と
新
潟
と

の
差
は
縮
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
だ
け
新
潟
県
の
最

低
賃
金
、
そ
し
て
賃
金
水
準
そ

の
も
の
が
低
い
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
、
今
後
も
中
長
期
的
に

取
り
組
む
課
題
と
な
り
ま
す
。

助
成
金
の
活
用
を

　

労
働
者
に
と
っ
て
歓
迎
す
べ

き
引
き
上
げ
で
も
、
31
円
と
い

う
大
幅
な
引
き
上
げ
は
、
経
営

者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
が
設
置
し
て
い
る

2022年新潟県最低賃金

10月１日から31円UP�890円

「
新
潟
働
き
方
改
革
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
各
種
助
成

金
や
生
産
性
向
上
に
よ
る
賃
金

引
き
上
げ
等
の
相
談
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
労
働
組
合
か

ら
も
企
業
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

特
定
（
産
業
別
）

          

最
低
賃
金

　

新
潟
県
に
は
す
べ
て
の
人
に

適
用
さ
れ
る
県
の
最
低
賃
金
の

他
に
、
①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
等
製
造
業
、
②
自
動
車
（
新

車
）・
部
品
小
売
業
、
③
各
種

商
品
小
売
業
、
の
３
つ
の
産
業

別
最
低
賃
金
が
あ
り
、
そ
の
業

種
に
携
わ
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の

最
低
賃
金
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

残
念
な
が
ら
各
種
商
品
小
売
業

の
今
年
の
金
額
改
定
の
必
要
性

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

他
の
２
業
種
は
こ
れ
か
ら
引
き

上
げ
金
額
の
審
議
が
始
ま
り
、

年
内
の
改
定
を
め
ざ
し
ま
す
。

周
知
と
チ
ェ
ッ
ク

　

最
低
賃
金
は
、
時
間
給
で
働

く
人
だ
け
で
な
く
、
月
給
の
人

に
も
賃
金
を
時
給
換
算
し
て
適

用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
ア
ル
バ
イ

ト
、
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
、

外
国
人
労
働
者
、
高
年
齢
者
な

ど
、
呼
称
が
何
で
あ
っ
て
も
、

雇
用
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
働

く
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
家
族

や
周
り
の
方
と
も
、
最
低
賃
金

引
き
上
げ
を
話
題
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
９
月
中
旬
か
ら
は
各

地
域
協
議
会
の
協
力
の
下
、

「
最
低
賃
金
改
定
周
知
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
で
、
街
宣
車
が
県
内

を
回
り
ま
す
。
各
構
成
組
織
で

も
周
知
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

まずは、あなたの職場の「所定労働時間」や「所定労働日数」を調べましょう。
就業規則や契約書等からわかります。
それをもとに、以下の計算式で算出した金額と最低賃金額とを比較します。

時給の人  ⇒  時給額  そのままでOK !
日給の人  ⇒  日給額 ÷ （1日の所定労働時間）
月給の人  ⇒  月給額 ÷ （1日の所定労働時間×年間所定労働日数÷12）

※最低賃金との比較対象になるのは、基本給＋諸手当

（精皆勤手当・通勤手当・家族手当は除く）
ボーナスや残業代、その他臨時の手当は含まれません。
諸手当に固定残業代が含まれている場合、残業代分はマイナスして
計算してください。

８月県北豪雨災害 
被災組合員の支援（義援金・カンパ）にご協力ください

用　途　被災組合員の人的被害・自宅被害に対する支援
振込先　口　　座　新潟県労働金庫  新潟南支店
　　　　口座番号　（普通）５７５４９７８
　　　　名　　義　連合新潟 災害救援カンパ
期　限　2022年９月30日（金）

９月８日時点、住宅被害（半壊、床上浸水、床下浸水等）で114世帯の報告が
寄せられています。人的被害の報告はありません。集まったカンパ金は、執
行委員会にて配分を決め、構成組織を通じて対象組合員にお渡しいたします。

県
北
豪
雨
災
害

      

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

新
潟
県
県
北
地
域
を
中
心
と

し
た
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨
は

４
日
ま
で
降
り
続
き
、
記
録
的

な
大
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
、

村
上
市
、
関
川
村
で
は
社
会
福

祉
協
議
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
た
こ
と
か
ら
、

連
合
新
潟
は
構
成
組
織
な
ら
び

に
、
下
越
地
協
加
盟
組
合
へ
村

上
市
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
請

を
行
い
、
８
月
11
日
、
12
日
の

両
日
で
79
名
の
方
か
ら
善
意
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
復
旧
作
業
は
そ
の
後
も

続
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
不
足
か

県
北
豪
雨
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟　

櫻
井　

竜
義

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
よ
り

　

８
月
３
、
４
日
に
か
け
て
の

記
録
的
豪
雨
は
、
県
北
部
で
浸

水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
多
く
の

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
17

日
時
点
の
村
上
市
の
被
災
状
況

は
、
市
道
で
１
７
７
か
所
、
河

川
で
50
か
所
に
被
害
が
発
生
、

避
難
指
示
世
帯
が
１
５
６
世
帯

と
な
っ
て
お
り
、
被
災
者
の

方
々
が
い
ち
早
く
日
常
生
活
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。
連
合
新
潟
は
、
８
月

11
～
28
日
の
４
日
間
に
か
け
て

被
害
が
甚
大
で
あ
る
村
上
市
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
行
い
ま

し
た
。
前
半
の
２
日
間
で
延
べ

79
名
も
の
方
か
ら
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
私
は
12
日
の
単
日
の
日
程

で
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
中
越
地
震
な
ど
で
は
被

災
者
と
し
て
助
け
ら
れ
る
場
面

が
多
く
、
い
つ
か
は
こ
う
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
同
じ

参
加
者
の
方
に
、
東
日
本
で
被

災
し
た
方
も
お
ら
れ
、
少
し
で

も
力
に
な
れ
れ
ば
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
い
る
方
々
は
多
く
い

る
の
だ
な
と
勇
気
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
作
業
自
体
は
暑
さ
と
、

水
を
含
ん
だ
泥
の
為
、
過
酷
で

し
た
が
被
災
さ
れ
た
方
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
の
方
々
と
協
力

し
何
と
か
作
業
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

８月

公　示
連合新潟

第32回年次大会
連合新潟規約第19条にもとづき、
第32回年次大会を下記のとお
り開催します。

■日時　2022年10月28日（金）
　　　　　　　　13：30～16：35
■会場　新潟市・新潟東映ホテル
　　　　　１階「白鳥の間」
■付議事項
　・2022年度活動報告
　・2022年度財政報告ならびに
� 会計監査報告
　・2023～2024年度運動方針（案）
　・2023年度予算（案）
　・退任役員の表彰

女性委員会
第34回総会

◦日時　11月５日（土）
　　　　　　13：30～
◦会場　新潟市・
� 万代シルバーホテル

青年委員会
第34回総会

◦日時　11月５日（土）
　　　　　　午 後
◦会場　新潟市・
� 万代シルバーホテル

ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
要
請
に
こ
た
え
、
８

月
27
日
、
28
日
に
２
回
目
の
要

請
を
行
い
両
日
で
52
名
、
延
べ

１
３
１
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

連
合
新
潟
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

主
な
作
業
は
、
民
家
に
た
ま

っ
た
泥
の
掻
き
出
し
、
土
嚢
袋

に
詰
め
て
の
運
搬
が
主
で
あ
り
、

灼
熱
の
太
陽
が
照
ら
す
中
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
い
た
だ
い

た
構
成
組
織
、
加
盟
組
合
の
組

合
員
と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ま
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第32回勤労者駅伝大会
３年ぶりの開催�参加チーム募集開始�

と　き　2022年11月３日（木・祝）
ところ　デンカビッグスワンスタジアム
種　目　18.4km　６人リレー

今大会の参加には、１週間前からの検温など
「体調管理シート」の提出が必要となります。
詳しくは大会公式ページ（連合新潟HP内）を
ご覧ください。

http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/ekiden/
＊申込締切　2022年10月20日（木）



連　　　合　　　新　　　潟

黒田理事長（左手前）から橋本副知事への手交の様子

入船みなとタワーにて

写真中央が佐藤考実さん

平和ヒロシマ集会は全国から1,035人が参加

57%

43%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まだ見たことが
ない

ときどき覗いて
いる

しっかり読んで
いる

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

2022年９月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第379号

　

深
紅
の
大
優
勝

旗
が
つ
い
に
白
河

の
関
を
越
え
た
。

全
国
高
校
野
球
選

手
権
大
会
は
、
仙

台
育
英
高
校
の
優

勝
で
幕
を
閉
じ
た
。

試
合
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
須
江

監
督
の
「
青
春
っ
て
す
ご
く
密
。

で
も
そ
う
い
う
事
は
全
部
ダ
メ

と
言
わ
れ
我
慢
し
て
き
た
全
国

の
高
校
生
に
拍
手
を
送
っ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
の
言
葉
に
甲
子

園
球
場
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍

手
喝
采
。
ネ
ッ
ト
上
で
も
称
賛

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
諦
め
ず

頑
張
っ
て
い
る
こ
の
子
ど
も
達

に
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
一
日
も
早
く
終
息
を
迎
え
、

青
春
を
謳
歌
し
て
も
ら
い
た
い
。

�

Ｍ
＆
Ｍ

８月ホームページアンケート結果発表
質問：８月のHPアンケートは、「連合新潟のfacebook
ページを見ていますか？」でした。
　結果は、残念ながら、半数を超える方々がまだ見た
ことがないとのこと。機関紙などに載せきれないこと
はもちろん、タイムリーな話題をもっとたくさん載せ
ていきたいと思います。皆さんも「いいね」「フォロ
ー」を積極的にご活用ください！
　さて、９月の連合新潟HPアンケートは、「ボランテ
ィア活動」についてです。連合新潟ホームページから
いつでも投票できます。

人
権
政
策
確
立
キ
ャ
ラ
バ
ン

人
権
課
題
の
解
決
を

　

新
潟
県
人
権
・
同
和
セ
ン
タ

ー
な
ど
は
８
月
19
日
、
新
潟
県

お
よ
び
県
内
全
市
町
村
（
新
潟

10月の自治体選挙 連合新潟推薦候補予定者

投開票日
10月30日

妙高市長選挙

見附市議会
議員選挙

投開票日
10月23日
 定数（17）

佐
さ

々
さ

木
き

志
し

津
づ

子
こ

無所属　現⑥　69歳
樺
かば

澤
さわ

  直
なお

純
ずみ

無所属　現①　50歳

城
き

戸
ど

  陽
よう

二
じ

無所属　新人　55歳

市
８
区
含
む
）
へ
人
権
問
題
の

各
種
施
策
を
要
請
す
る
「
人
権

政
策
確
立
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
」

の
出
発
式
を
開
催
し
、
連
合
新

潟
を
含
め
、
同
セ
ン
タ
ー
の
加

盟
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
人
権
・

同
和
セ
ン
タ
ー
の
黒
田
理
事
長

は
、「
こ
の
取
り
組
み
は
20
年

以
上
行
っ
て
お
り
前
進
し
て
い

る
が
、
出
発
式
で
の
知
事
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
橋
本
副
知
事

が
代
理
出
席
）
は
初
め
て
。
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
全
市
町
村
へ
届
け
、

政
策
提
言
を
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
式
後
、
新
潟
県
と
新

潟
県
教
育
委
員
会
へ
要
請
し
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
が
出
発
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
は
、
15
の
加

盟
団
体
よ
り
延
べ
１
０
５
名
が

参
加
・
同
行
し
、
部
落
差
別
解

消
推
進
法
、
本
人
通
知
制
度
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
か
か
わ
る

重
点
項
目
を
は
じ
め
、
97
項
目

を
全
市
町
村
へ
要
請
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
今
後
も
各
団
体

と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
の
解
決
に
む
け
、
取
り
組
み

を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　

去
る
８
月
10
日
、
新
潟
地
協

の
平
和
運
動
の
一
環
と
し
て
、

新
潟
市
が
主
催
す
る
「
新
潟
の

戦
争
と
記
憶
を
た
ど
る
ツ
ア

ー
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
新
潟

地
協
か
ら
は
、
日
教
組
組
合
役

員
と
そ
の
ご
家
族
３
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

新
潟
市
に
お
い
て
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
末
期
の
昭
和
20
年

に
新
潟
港
を
中
心
と
し
て
艦
載

機
に
よ
る
銃
爆
撃
や
触
雷
に
よ

り
、
連
絡
船
「
鉄
工
丸
」、
軍

用
船
「
宇
治
丸
」、
佐
渡
連
絡

船
「
お
け
さ
丸
」
な
ど
の
多
数

の
船
舶
や
工
場
民
家
な
ど
が
大

き
な
被
害
を
受
け
、
勤
労
動
員

の
生
徒
を
は
じ
め
、
工
員
・
乗

客
・
船
員
な
ど
多
く
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
新

潟
市
出
身
の
軍
人
軍
属
並
び
に

市
民
の
多
く
が
ひ
た
す
ら
祖
国

市
歴
史
博
物
館
み
な
と
ぴ
あ
に

於
い
て
、
館
内
職
員
か
ら
当
時

の
新
潟
市
の
様
子
を
ス
ク
リ
ー

ン
と
パ
ネ
ル
を
用
い
て
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

入
船
み
な
と
タ
ワ
ー
に
移
動
し
、

新
潟
市
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
よ
り
戦

時
中
の
新
潟
港
の
様
子
な
ど
の

説
明
を
受
け
、
水
戸
教
公
園
で

宇
治
丸
慰
霊
塔
を
見
学
、
平
和

祈
念
碑
献
花
式
に
参
列
し
解
散

と
な
り
ま
し
た
。
少
人
数
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
時
の

　
　

新
潟
市
を
め
ぐ
る
平
和
運
動

新
潟
地
協
よ
り

調査実施中
ご協力をお願いします！

●2022年度労働条件実態調査
●2023地域ミニマム運動 賃金実態調査
☆提出期限：10月３日（月）必着

連
合
・
平
和
行
動 

in 

広
島
・
長
崎

�

参
加
方
々
よ
り

「
平
和
行
動
in
広
島
」
に
初
め
て
参
加
し
て

                              

８
月
４
日
～
６
日

�
（
連
合
新
潟　

渋
木 

俊
哉
）

「
平
和
行
動
in
長
崎
」
に
参
加
し
て

                              

８
月
８
日
～
10
日

�

（
紙
パ
連
合　

佐
藤 

考
実
）

　
「
平
和
行
動
in
広
島
」
へ
連

合
新
潟
よ
り
ご
家
族
含
め
４
人

で
、「
被
爆
路
面
電
車
乗
車
学

習
会
」
と
「
平
和
ヒ
ロ
シ
マ
集

会
」
へ
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
被
爆
路
面
電
車
乗
車
学
習

会
」
で
は
、
実
際
に
原
爆
投
下

時
も
走
行
し
て
い
た
車
両
で
広

島
市
内
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
ピ

ー
ス
ガ
イ
ド
の
方
に
現
存
す
る

被
爆
建
物
や
被
爆
当
時
の
状
況

な
ど
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
平
和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会
」
で

　

今
回
、
新
潟
か
ら
は

計
３
人
で
平
和
行
動
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
長
崎
は
初

め
て
訪
れ
ま
し
た
が
、

長
崎
駅
を
中
心
と
し
た

市
街
地
は
山
に
囲
ま
れ

て
お
り
、
斜
面
に
数
多

く
の
建
物
が
立
ち
並
ぶ
独
特
な

景
観
が
印
象
的
で
し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
り
長
崎
に
落

と
さ
れ
た
原
爆
に
関
す
る
様
々

な
施
設
や
痕
跡
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
何
れ
も

目
を
覆
い
た
く
な
る
様
な
壮
絶

な
過
去
の
状
況
を
映
し
出
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
最
も
印

象
に
残
っ
た
事
は
、
平
和
ナ
ガ

サ
キ
集
会
で
実
際
に
被
爆
さ
れ

た
方
の
生
々
し
い
体
験
談
で
し

た
。
平
和
だ
っ
た
日
常
が
原
爆

投
下
に
よ
り
一
瞬
に
し
て
す
べ

て
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、

切
な
く
惨
た
ら
し
い
状
況
が
伝

わ
る
内
容
で
、
二
度
と
こ
の
様

な
惨
劇
が
繰
り
返
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

現
在
、
長
崎
を
含
め
日
本
は

平
和
そ
の
も
の
で
す
が
、
世
界

で
は
今
ま
さ
に
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
プ
ー
チ

ン
大
統
領
は
各
国
へ
の
威
嚇
と

し
て
核
兵
器
使
用
を
示
唆
し
て

い
ま
す
。
年
月
と
共
に
被
爆
さ

れ
た
方
も
減
り
、
原
爆
の
恐
ろ

し
さ
も
風
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
現

代
で
す
が
、
人
類
が
同
じ
過
ち

を
繰
り
返
さ
な
い
為
に
も
、

「
唯
一
の
被
爆
国
」
と
し
て
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
核
兵
器
使

用
の
恐
ろ
し
さ
を
世
界
に
伝
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
様
な
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
緒
に
行

動
を
共
に
し
た
皆
様
に
も
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

は
、
冒
頭
、
連
合
広
島
・
大
野

会
長
、
連
合
・
芳
野
会
長
よ
り

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、

「
核
兵
器
使
用
の
非
人
道
性
と

核
兵
器
禁
止
条
約
」
と
い
う
演

題
で
中
国
新
聞
の
水
川
恭
輔
編

集
委
員
か
ら
の
講
演
、
被
爆
体

験
証
言
、
高
校
生
平
和
大
使
の

活
動
報
告
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞

き
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
ヒ

ロ
シ
マ
か
ら
の
平
和
ア
ピ
ー
ル

を
確
認
し
集
会
を
終
了
し
ま
し

た
。
被
爆
体
験
証
言
で
は
、
当

時
の
様
子
を
鮮
明
に
話
し
て
い

た
だ
き
心
が
苦
し
く
な
り
、
二

度
と
こ
の
よ
う
な
惨
劇
を
起
こ

し
て
は
い
け
な
い
、
原
爆
の
恐

ろ
し
さ
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け

な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
、
連
合
の
平
和
行
動
に

初
め
て
参
加
を
し
ま
し
た
が
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
も
あ
り
、
平
和
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
貴
重
な

時
間
で
し
た
。

の
安
泰
と
家
族
の
幸
せ
を
念
じ

つ
つ
、
戦
争
の
犠
牲
と
な
り
尊

い
命
を
亡
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ

う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
新
潟


